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天然林における Agaricalesの

菌類社会学的研究(][ ) 

一季節変イちについてー

i間部宏秋

Mycosociological research of Agaricales in natural forests (立〉

一一Seasonalchanges on each stand and life form一一

Hiroaki OKABE 

要 旨

報告(1)の淵蕊j出却を 1年延誕し 8年間(1977ω1979年)の aHから 10月までの季節的な発生設

イむについて検討した。調査絹数は 3年間で約50闘であった。会額妥協特性樹苦手とihli縦性樹併に分

離し両グループ別，踊別による月期別変化を追った。

1) 掬朽性i諸問は自月期に多くみられたが 7. 8月期へと下降し 9月期の最多発技があり 10月

j自の発生球;協は斜間下部では引税いて維持されたが斜ftiirl:l.上告11では鋭激l乙減少した。

関の平均散布皮がi向く多j設に発生するク棋ループでは各月共通して Ao胞に発生し， 梅雨型，

lまぽ|認じ額数で秋j詩型はその約 8俄であった。

2) 関根性的i1:作のamwの発生は非常に少なかった。 7月期に梅雨期の小さなピークがみられる

が8月WHこ1'1悔した。 9m弱が最多発住で10月期では斜面Jl!で発生環境が維持注れる傾向がみ

られたが飽斜而では急激に下降した。…般に発強環境が閣朽性l諸問より j出閥的に短く，穂の散

布J立が低かった。梅河mMの醗数はきわめて少なく，述続捌，秋j自殺は1潟桁般商lr手と年iた傾向が

あった。

はじめに

子実体を線三塁、ずることによりはじめて観採ができ，子実体発1?前提とする j簿類群落学である

以上，その発出変化1?追うことは取に生物季節学的視野ばかりでなく，分布，組成，構造等各組

える ζ とになる。しかし季節的な発生観!慌を取り扱った例は窓外lζ少ない。

これは同時に昨?等学的な報告側が少ないことでも IYJらかで、ある。

がIIBI の報告D は 2 ケ &l~の翻;浴結よjktこよっているが新たに 1 1 1"-延長し 3 ヶ年の李首i変化を追った。

今1mの発生変化の資料控m!万訟は月加にまとめた。各月のよ，下旬の発生フローラがbTi1質か苔か

の検定は行っていない。部数の変化を求め，代表的な部を抽出し)それぞれJ潟桁性閣詐I'.関根性

的昨に 2大別しm切別詑イむを求めた。

純資および説聞にみたり， ~京都大学態学者11堤 和夫教授には有線なと教示をいただき路くお礼

lj:lしあげます。|可制;11:徹i羽助手'rc:Iま京都大学大型計算機センター利mにあたり多大なと助力1? 1;~
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ました。 ζ こ く感謝の惑を茨します。

調査方法

調斑地および調査万法は報告は)1)と|託jじである。御室f.jUJI諮は 1年越ー民し1977年から 1979年の 3

年間である。袋一 1にその調査)=jE:lを示した。報告は)と|苅じく定期的な調査指定|ヨは設けず，

階天および悶天が続いた場合，また晴天続きの場合は調査間隔を w段くした。また，発生数が増加i

した場合は調査問j絡を狭くした。 1にみるように最も調査閲隅が煩い月は平均して 1週賂lζ

11到の総合であった。 5斜磁の調蕊111I数は延べ 249闘であった。 1977年は平均14回， 1978年は平

均17問， 1979年は19間の調主主111I数で 3 年間で約50聞の綿査であった。また)~別制遊間数は 6 )ヨか

ら 10J~ までの F'31訳が401剖， 561111， 38関， 56間， 541111でゐった。 RichardsOll (1970) 2) は，一定の

調査探知絡を設けるより発生ピーク期間では狭くするなど，発症状況に見合った調査役行うべきだ.

としいるが，ここでは 7， ム 10)~J切では，平均して迎 1@]の割合であったから彼の平均間隔 3

-...-5日よりわずかに長い。

なお 1I:BJの調査の所議日数は 2-...-3 Iヨであった。

資料の終:FAには大型計算機による SPSS統計パッケージ引金利用した。

結果および考媒

発生総認した額数の月期加変化75:J1商朽性菌群(以下Jf}ID桁閣とする)と菌根性謝辞(以後菌根鴎

Tablc 1. D乱yobserved and frequcncy of visit. 
* Investigated at plot C only. 

~~ ~と
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Table 2. S君asonalvariatioll of the 11羽mberof日pecies

とする)に大加した。後者にはj肉朽能&持ったグループが含まれるが，この大別方法は，あくま

でも閣桜性の可能性を含む綴にまで及んだ矧別で，イ!羽々の綴の!:t~司・史が解き明かされない|探り弗1

1恕i主体に路閣が戒る。米間定額lζ対しでは一服部抵であるべきであろう。これら類加には主とし

て Singer(1975).1)および rrrappe(1962) 5) を参照した。著者の矢口るところでも， AJirrl:;-部に，

極数，子~{:木数共lζ多い COl' tin品7・Ï1lS ， Ladal'ius， RUSS1Ua.などが良く兄られ， '1附明治が認められ

る閣がこの他にもあるはずで， {11lI々 の閣の機能がl到らかにされ機能別の分類も行われる必要があ

ると臨われる。ここでは文献によって類別した。

謙一 2は6)1 JVJから 10月期までの全ヅロット内全部数の変兆鍛でめる o 't話11;J]ia'<Iと誕HRi舗との 6

月 J~3における額数の開きは抱月よりも顕務であった。つづいて10m胞にも 1)月きが見られるが 6

月期ほどの避ではない。閣線踏は 6HJVJには非常に少なかった。 7月JVHζ小さなピ}クがあり，

8月期iζ下降した。そして 9月j留に大きなピークがおり， 10月期には急激に減少した。一方憾朽

閣は 6月期に比較的大きなピークがあり 7， 8月期へと下降した。そして 9月期lζ大きなピー

クがあり， 10月期にも引続くというワズムであった。 ζの全体の君hきが普遍的lζ見られるかどう

かを知るためプ悶ット別に畿わしたのが除1-1である o !Zl によると 6月期には， やはり合プ

ロットで闘将i舗の方が多し、。全体に 6JeJ j認においてイ・分に認知しうるピークが見られるといえよ

う。 これに対して， j諸般閣の発設は1江Cで 71議が認められたのが最も多く， ほとんどのプロッ

トでは Oに等しかった。 7月WHこ入るとTIfU閥群の額数に大悲はなかった。 1潟朽iおは 8月期より全

体に減少し，一方i1ti根議は増大し，このいわゆる「梅ffi期Jの小ピークが変われていることが臨

叙j!!iIの特徴となっている。 8月期iζ入ると同菌群共に漸減もしくはかなり訟に減少する。ただし

Il[Aのi諸根留， 1V0の閥朽閣は却にわずかに増えている。そして 9月期lζ入ると穏数は，年間の

最大鶴巻示した。例外としては 10の潟朽]!I;Iは10月期の最大悩へと上lifl)1JWにある。 i尚菌群の比

較では'It若朽i却が多いのが IA・3・C，II C， III A， IV A • C， V A・B・Cで，逆にi諸根i舗が多

かったのがIlA・B，1II B • C， IV Bであった。

10月期では，ほとんどのプロットで減少傾向が見られたが関根閣の額数減少の方が大きかった。

ブロット加では 1C， V CとIIC， III C， 1V Cとi'el:bli交すると報告(工)1>にあるようにi持者の

プロット併には脂製性樹紐が分布し，後者のプロット撚はきわめて少ないことが反映している。

以上プロット別の月加変化においても，会プロット獄鮮の)~別部数変化とほとんど一致した ζ と

から， .それぞれ1肉料j~i般の発投'fEdヒと閣根r!Í;Î般のそれとは区;分可能であると考えられる。阿i込îîJf

全体の動訟として梅雨期の小ピーク，秋j拐の大ピークが見られることはi境協iH:f-から盟諜ijj3まで，

ほほ…致しているようである 6，7，8，9，1加。ただし， ピークの強弱， :1詰多発~EH の 1'"'-'2 ヶ月のずれ

がj也j潔的条件や林額条件などによって緩や受けるようである O

。くに全閣m，の月期1mの発生手I~の新問性をえiとめた(義一 3 )。これによると G月期と 10月期は

それぞれの他月期の類似皮が最も離れている時期であり持lfQ;顔te含んでいること Jを示唆した。

しかしffru月期共に，それぞれの近接月にはかなり高い一致iillが見られ，特に 9，10月期は高かっ

た。 7月期と 9月期は0.50で，離れている丹期間では段も潟く，栴悶j剖と秋j剖lこ共通閣の多いこ

とがわかる。 8月期は，上，下旬でかなり気象条件主主3もにし， このような人為的な月期間の比較
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.Tuly 0.49 
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Sept. 。‘40 0.50 0.45 

Oct. 0.39 0.41 0.37 0.66 
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T乱ble<1. The numbel' of species of fruitIng 

1977 71 94 77 192 96 298 

1978 86 66 24 228 190 318 

1979 61 101 65 134 121 (23) 272 

'fotal 134 159 123 308 231 (23) 429 

に問題を践す月期であるが 9月期より 7月期との矧似j交の万がぬ.かった。

Whittaker (1975) 11)は，一定商事空間の額数奇租多様j立として拠捺しているが， ζの見方で極数

を扱うと， 表-4から 9月期の聴の段i認さは他月jmの1.3"-2. 5 {17fであった。発強硲認した全

額の72%が3月WHζ集中していた。槌多様性壱 3ヶ却の 9月期の舗で代設させた場合でも 7月

期との矧似皮が比較的い ζ となどを考慮に入れると極端な{胞とはいえない。しかし，単年度で

みると1設も路数の多い年でも約50%，低い伴では約30%となってしまう。興味報いのは 3年間の

月期別翠では 6R期の部数は的月期のそれより大きな濯がない。 6月期では関朽閣が額数のほと

んどを占めていることから憾朽簡の 3年間の安定した秘の散布l慢が確保されたことと関連がある

ようである。

次に斜路別， プロット加の額の平均出現頻度 (DjS)と11翠闘 (10x10m) あたり l乙出現した

それらの慌の平均倒体数 (NjD)との関係ぞ|翠!… 2I乙示した。ここで出現鎖皮 (D) とは 1プロ

ット (500rri)内最小法問 (10x 10m) における閣の強位機認コドラート数である。

6月期から 10月期にいたって一定のリズムがみられるプロットは1VAが該当する。それは繍朽

i請が各月期とも閣の平均{tlij体数がかなり多かった点で一致していた。このような見常ともいえる

植は他に 7月期の JIB，J[B， 8月期のll[B， 10月期の1VCがあげられる。 ζれらはいずれも偽2

朽j!fijで， きわめて多i設に出現するが， DjSが小さく， I民られた離の時縛によるものと d也われる。

月期別での動きでは 8月期は鴇桁i識と菌組閣のそれぞれの磁の散布j立ともいえる DjSで1尉特闘

がまさっていた。 7月期は劉拐、した艇となっていた。 8月期では議;filli JIで、菌根閣がわずかに大き

く， 。月期では斜1日， I，JI，J[でほとんど部関群が等しかった。 10月期についても同傾向が統

く。 8， 9， 10月JmのIV，Vのいずれも鴎相閣の方がSJl均出現頻度が高かった。全体としては，

月別，斜簡を関わず!jl潟朽i請のガがi商い蝦li?訴し，殺にi諸税調はピークj羽においても同組恕!克であ

った。 ζれはi笥根閣の中でも発生した簡が多くはれば子実体数の多い砲の増大の反問， きわめて

少ない積も増え，発組が少ない;場合と比較しでも，結局平均出現鎖j立はほぼi司じ{誌となってし

まう結果からであろう o DjS I立小T担割あるいは発極がきわめて少なく子央体が多い， もしく

は発住環境が比較的援|時間維持おれた;場合大きなf自になることが考えられる。これは区別する必

要がある。 ζ こでは 6月期のJ[B， IV B， 7月期のVC，いずれも随根i舗にその傾向がみられる

ようであった。

2，駐在のm弱別発位変化

部別の子実体発生の月期5jl]変化仏関桁磁は隠l… 51ζ，j岩根j!fiIは関 6， 7 Iこ訴した。間中のお

依，表示法はi宮 5Iζ訴すように，点線で、結ぶ烈点は各jヨWJととに縦軸lこ1:1¥現した斜部数，縦il[lll

lζプロット数を表わしており，その純関は点線で閉まれた R地域内でその斜線位慨がそれぞれの

出現した斜回数あたりの最多I:L¥説プロット数である。各県l，'i{I乙付記した数舗は前述した節の発生

被認度数(D)である。怠らに月期別のヒストグラムは;関ごとの会出調子央体数を百分率で議わし

た。
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'l's To 

Myccna pura (Fr.)(~uél. 679 249 

Pscudohiatula oshimae 293 192 

(Hongo & Matuda) HOllgO & Mat百da

Myccna floccipcs (Fr・.) Kuhner 410 184 

Myccna fi!opes (Fl'・.) KUllllllCl' 788 178 

Mycena rorida (Fr.) Quel 827 134 

Collybia hutyl'aeca (Bull. ex Fr.) Quel. 

388 132 

Lcpiota cygn官aLangc 247 124 

Collybia pcrollata (Fr.) KUllllllcr 232 103 

MaraSlllius sp 1216 302 102 

Marasmius sp 1208 776 98 

Marasmiellus ch乱maecyparidis

(Hongo) HOllgO 955 90 

Mycclla sp 1123 370 86 

Oudemansiella r乱dic品ta(F1'.) Sillger 104 80 

Myccna maculata Kar・st.? 1425 73 

PsathY1'clla calldolleana (F1'.) A. H. Smith 

202 70 

Mycena sp 1102 2154 68 

Mycena sp 1115 147 68 

Gal'clina hypnorum (Fr.) Kuhncr 173 66 

Marasmius sp 1204 118 62 

Collybia sp 1306 115 58 

Mycena sp 1117 91 50 

JJcucocoprinus fragilissillluS (Rav.) Pat. 

96 48 

Marasmius sp 1203 304 48 

Hygrophorus Imazekii Hongo 103 45 

Crcpidotus lIIollis (F1'.) K江口1111号r 693 40 

Rhodophyllus hil'tipes (F1'.) Lange 71 39 

P乱xillu.sillvolutus (Fl'.) F1'. 60 39 

Mycena haematopus (F1'.) Quel. 143 38 

'rr匂hololllopsisplatyphilla (1<'1'.) Singer 

50 37 

Collibia sp 1304 308 36 

Lepiota sp 2607 98 35 

Mycella polygl'amllla (F1'.) S.F.Gray 56 34 
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Agrocybe sp 2817 

Garelina sp 1709 

Myccna oSl1lundicola Lallge 

MaraSll1IllS sp 1220 

Mycclla galc!‘Iculata (Fr.) Q百el.

!lIarasll1illS p 1211 

Jihodophyllus bispol'・usHOllgO 

Rhodophy¥lus sp 2221 

Mycella sp 1118 

Rhodophyllus自P2218 

Pholiota lenta (Fr.) Sin宮古r

Marasmius sicc口s(Schw.) Fl'. 

55 :34 

95 :32 

41 :30 

661 :30 

122 29 

116 29 

11¥ 28 

1¥4 28 

51 27 

99 27 

10:3 26 

44 25 

1¥'u思lllatO¥OlllUfasciculara (Fr.) K丘r話t.

1:349 25 

MaraslllIellus sp 1213 87 24 

Hygrophol'us cuntharellus Schw. 69 2:3 

Myc号n品目P1152 '15 22 

Marasll1ius日P1205 72 22 

Cl'epidotus sp 2101 238 21 

Callistospo1'ium sp 2402 :32 20 

lJepiota p1'actcl'visu Hongo 32 19 

MUJ‘aSll1ius sp 1219 31 18 

Cl'epidotllS applatus 

(Pcrs. ex l<'r.) Karst. 295 18 

Plutcus nanus (PCl's. cx 1"1'.) Quel. 22 18 

MU1'asmius nnd1'osaceus (F1'.) 1"1'. 118 17 

PsathYl'clla sp 281G 84 17 

Ma1'asmicllus fibula (Fl'.) Singcl' 

Ma1'乱smicllussp 1404 

Mycen乱 1u teoalcali日乱 Singcl'? 

Mal'asmius sp 120G 

47 16 

1835 16 

6:3 15 

1976 15 

Hygl'othor・llSsubeinllabal'ius Hon官o 31 15 

Rllodphyl1us sp 2211 :3G 15 

Plcul'otus ost1'eatus (1"1'.) Quel. 396 15 
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Armillariclla mellea (Fr・.)Karst. 
149 15 

Clitoybe sp 2418 36 15 

Str・ophariaaer・u宮inosa(Fr.) Quel. 
36 15 

Mycena sp 1124 121 14 

Xcrompbarina campnnella (Fl'.) Maire 
515 14 

Mycenn sp 11129 24 13 

Marasmius sp 1209 22 13 

Crepidotu~_ s.ubsphacr.<!spor・¥18
(~ange) Kuhner et Romagn. 168 13 

Lepiotn sp 2605 21 13 

Agnricus sp 2619 21 13 

Clitoeybe sp 2420 15 12 

Nnemntoloma mnginatum (Fr.) Knrst. 
50 12 

Collybin sp 1307 

Crepidottls sp 2109 

75 11 

967 11 

可Iyc告白nsnng柱inolcntl(Fr.) Quel. 
32 10 

Myc邑nasp 1139 15 10 

Oudemansiella venosolamellata 
(1maz. (() Toki) 1m品z.et Hongo 

57 10 

Hygrophol'us pseudocoecineus Hongo 
31 10 

Pleurocybell乱 porl'igens(Fl'.) Singel' 
962 10 

Pholiota lubr・ica(Fl'.) Singer 30 10 

Tota! (84 species) 24458 3666 

Other・s(163 species) 4248 547 
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閣に示した繍は阿部静共lζD~主 10 を対象とし D の大きいJI即ζ分類した。また Ts はfll1 cとの会

iJfe克子実体数， Tdは磁加の L;Dである。 闘ではヒストグラフと点線の動きを対として3'1liいてい

るから，例えば限-3の 111ycena ptiraでは 9月期が全体に分布し，しかも発生銀中月期であ

り 7，10月期は発生子実体数は少ないがまんべんなく分布し，部の散布j立が大きいことを示し

ている。

関桁i*iでは 163翻件184種を対象図訳した。発生数からみて 6， 7月期に集中し秋j明には認めら

れなかったか，締めて発坐が少ない「榔ffi~J は16艇であった。次にお月期の発数にJj日きがな

い「連続盟Jが19荘1.そして秋期に集中的に発生し， もしくは;秋期に明確なピークがあり， 6， 7 

月期には少ないか，認められなかったという「秋期型jが49砲とおおまかな類別ができた。また

穏の散布皮の点からも問機の却で1:8:分すると，梅悶摺が15事IT，述W~型が31紐，秋j諒恕が38閣であ

った。このことは梅雨摺は聴の散布度の点でも発生数の点でも 6，7月lζ限られている ζ とを示し，
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秋j明~~は租の散布皮の点からは各)~にわたった}ill続型が含まれ，その簡が 9 月期には出現単位(最

小法問)あたりの子実体数の増加が著しいため一見秋期に分布集中する製にみられたようであっ

た。実際は簡の散布j支の点で大設なかったのである。こういった韻は，気象袈rzg等により続期間，

発生が1fj1えられた場合があってもTIliの月別，地閣的散布皮が大きいために. '"1コ:j潟を迎じてみた;場

合.m11こ応じた通年発生を期待できる可能性がある。…万で梅雨期，秋j関などで発生が集中し，

かっ散布j交が低い簡は僚によっては発強未確認綴となる1守秘性がある。後述するようにこのこ

とは隣組隣にもあてはまるようであった。 6月期で発生数，散布j立ともに大きな{自在持つTIliは，

ilfycena flaccipes， Mycen品 7'ol'ida，Marasmielllls chamaecypa1'icZis， Galerina hypnol'um.， M ycena 

sp1l17， il!Jal'日smi叫ssp1203， RhodophyllllS b'Ispo7'1<s， lV!yce科目 sp11l8，Marasmuls SiCCllS， Agal'ic1<s 

sp2619などで，発生器物はすべてAo艇である。 G.hypno1'1tI況のみが終期上にみられる。 7月期

では MlIcen日pl(，ra，M. floccipes， Mycena sp1115， G. hypnorum， C1'epidot泌smollis， Rhodophyllus 

hirtipes， Myce流出 osmu，nclicola，などで 6月期と間{関向の発生状況であった。 8月期では !r1.

7・01・icla，Collybia pe1・onata，lr1品rasnuussp1208 で欝調的にみられる関が掛端に少なくなった。

これはEiJWの気象条件が厳ししなかでも綿夜明路下j=11978却の 7月上旬から 8月下勾までi時夫が

続札発生環境がきわめて惑かった(袋一 4)ことが発促および部の散布j立に路線iを及ぼしてい

ると思われる。 9月期には M.pUl'a， Pse叫dohiatulaoshimae， !1f. flocC'Ipes， lr1.1'orida， Collγbia 

bldll7'acea， Lepiota cygnea， C. pe1・0時ata，Ma1'asmius 8p1216， 01ldemansiella raclicata， Jl:[ycen品

maculata， HlIgrophorus Imazelcii， C. mollis， i1lyce犯品 hael見atopllS，l'7'icholomopsis platyphilla i5? 

代表として，その他10i議ほどが比較的多く発生しかっ散布j立も高かった。 3月期になると発控訴

え. :1二件l器物. 1~j木など不均一に分布しているが均較的よくみられる裁物舎利用し

ている稲が加わっている。しかし…….審多し、寸j

!1f. plωt/'G偽4ら，P.oωsh'I押悦2ωae，lr1. floccipes， iJ!!ycen 品 f'ilopes， M.. rorida， C. butlll'acea， L. cygne めO. 1'aclicata， 

M. maculata， Collllbi品目p1306，M. haemaiop1ls， !r[ycena ga1'el'iclllata， j}fyc側部自p1l52 などで，

ζの内 9額が前月期にひきつづいて発!:t:Jh1境が保たれていた。

6月期から 10月j閉までiJ?:i混じ lr1l1cenιが最も多く認められたが， ζの!認は，右TI々 の絃物lこjおく

分布し，また~~.~~樹. }，ぶ誕樹にもよく発生することで略iり瞬間.の中でも， きわだって広範!却に出

脱するグループといえるo 撚徴TIli的なのは， P.oshimae で， この額はスギ~:主に器物とし， い

はば，特定説物{こ発生する~Ll!にも拘らず多くみられた。プロット内でのスギ唱の分布がきわめて殻

あるため秋期製であっても，簡の散布j支がく 2瀞日 lζイ夜間していた。器物の持越的な分布

が市裂な議sとなっていることはまちがいない。

次lζilli~:良íJt4の変伯母関 6. 7に訴した。

踊根閣は182組中58f近(D;;:;; 10)を対象i羽示した。憾桁i!sIと|筒じく，およその月期別発生変化を

求めると，期間期が 3稲. )主総裂が15潤IT. 秋j出~Mが40草rrで，秋j羽lζ発住の採中が見られた ζ とは，

前述じたとおりである。一方穂の散布j立では梅雨摺が 3l遁，連続摺が261湿，秋j関型が29酷であっ

た。発生数と頗の散干jj)交の関係は，秋期において集中的に発!:t:するが散布皮は月期間でもそれほ

どがないグル…プがあることは腐桁閣の;摂で述べたと同じである。各月期J]1jで発生数が多く散

ず13
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'l's To 

COl'tinarius anomalus (Fl'. ex Fr.) Fl'. 

595 164 

Cortinarius salor Fr. 290 119 

Xerocomus altaceus (Margon apud peek) 

Dicl必 Snell 115 75 

Amanita vaginata (ler.) Quel. 99 71 

var. fulva (Fl'.) Gill. 

Lactal'ius quiet百S (FI'.) Fr.? 1111 57 

Russula emetica (FI'.) S. F. Gl'ay 139 56 

Laccari乱 sp2436 206 55 

Cortinal'ius jubarius Fr.? 137 53 

Cortinarius sp 1817 90 48 

Rhodophyllus rhodopolius (Fl'.) Quる1. 217 47 

Lactal'ius volemus Fr. 90 46 

Laetarius sp 2017 138 44 

Lactal'ius pipel'品tus(Fl'.) S.F.Gray 138 43 

Lactal'ius gr・acilisHongo 135 <11 

Laccaria proxima (Boud.) Pat. 63 39 

Russula compaet乱 Fl'ostet peck 46 38 

R日ssulalepida Fl'. f. lactea MollC1'‘ 98 37 

Lactal'ius pterospol'US Romagn. 102 35 

Russula senensis Imai 56 32 

Lactarius cyath訂la(Fl'九) FI'. 

f. japonicus Hongo 90 30 

Cortinal'ius pseudosalol' Lallg合 54 23 

Russula pseudodelica Lallge 30 23 

Xero也omussp 2S27 32 23 

Amt¥nita sychnopyramis COl'ncl'必 Bas

f. subannulata HOllgO 36 2:3 

Hygrophor・usleueophaclus (Fl'.) Gill 64 22 

Lactarius p日記udoIriginosusSmith & Heslel'・

Laetal'ius ehrysol'heus Fl'. 

IJaetarius Cl'emol' Fr・.?

Amallit品 fal'ions乱 Schw.

45 22 

25 21 

224 21 

22 21 

Russula atl'opul'pul'ca (Kl'ombh) Britz. 25 20 

Lactlll'ius 巴乱抗lphol'atus(Fl'.) Pr. 48 20 

Leccillums sellbl'um (}<'r.) S.P.Grlly 2'1 29 

， June ，July ， A U!l._1--~ej~LLOct. ，Nov. 
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Pig. 6 S母asolllllchangcs of dominant mycorrhizal species developed 



Boletus edulis Bull. ex Fr. 20 19 

Laetarius sp 2014 36 18 

All1anita pseudoporphyr・iaHongo 27 17 

Russul乱。yanoxantha(sc!tw.) Fr. i日 16 

Laetal'ius sp 2018 40 16 

Phyllopol'・usl'hodoxallthus (Sehw.) Bres. 

22 16 

All1anita citl'in1¥ S.F'.Gl'ay 17 16 

Xanthoconiull1 afIinc (1'0巴k)Singel' 17 15 

Trichololl1乱 ol'irubcnsQuel. 38 15 

Alllanita spherobulbos乱 Ho日宮o 22 15 

Laccaria alllethystina (Fl'.) Beck日tBr. 

23 15 

Hygrophol'us ebur・ncus(Bull. ex Fr.) Fl'. 

38 13 

COl'tinarius sp 1814 30 13 

COl'tinal'ius violal'c日s(Fr.) S.F.Gl'ay 38 13 

Cortinarius sanguineus Fr. ? 19 12 

'rricholoma lllUSC品riumKawamura 23 12 

Amani ta longistriat乱 1m乱 19 12 

Descolea fla vo乱n11むlata(Vas.) Horak. 21 11 

COl'ti口品l'iusi目。isus(Pel's.) Fr・.? 39 11 

Boretell us obs臼recoccineus

(Hohncl) Singer 11 11 

All1anita vaginata (F'1'.) Quel. 11 11 

Cortinarius sp 1813 :54 lO 

Cortinal'ius sp 1816 27 10 

Russula lauroccl'asi Melzer 12 lO 

Lactarius nigroviolascclls Atk. 
var・.marginatus Smith & Heslel' 14 10 

'l'ylopilus neofclleus Hongo 

'rotal (58 species) 

Others (J 24 spccics) 

10 10 

4211 1735 

853 434 

I<'ig. 7 COlltinued 
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ように特定プロットでは，例えば 7月期などかなり発生増大が認められ，樹TIlHこ依存したi滋根性

閣の発生機構にその班山岳求めることがC'きるかもしれない。

9月WJになると Codinal'uts an01nalus， Co1'linal'ius salol'， X eroconω8 altace1lS， A刊wηit品

開 gin日ta，RUSS1ua emetica， Cort-inarius .iub品rItlS，Lacca1'ia proxu托ι，R. sene削 is，Lacta1'I1ls 

chrysorh叫ん L品clar印ssp2028， Lacta1'I1ls nig1'oviolascens var. mal'ginatus などがよく見られ

かっ多く発生する。 10月期では C.anomalU8， C. salor， Lacta1'印squiet1ls， R. emet.ica， Lacc品TIa

sp243G， C. j1lbal'i1lS， L. pl・oxima，Lιctal'ius ryathul品 f・1品ponic1l‘S， Amanita sychnoPYl'amis 

f. subιl1mtlata， R1lssnla atrop1l1'1J1ll'eClなどが該当する。
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これら閣根iiは発生数，部:の散布!支のいずれも儲朽磁より砥い値をとっていた。しかしこの悩

は子実体数であり，捜部分布田での占有率などが検討されれば，関根r!iliの特徴は別に諮られるべ

きである。ただし，月別の発生変イむという生物本部学的な視野における発生現境等については，

腐朽簡が自立ったといえる。また，プロット{誌が地1f~的 lこも蹴れ，楠生も;見なることから菌根閣

の;場合，特定稲が特定域で捺J=j:1的lζ発生しているといえるだろう。両i制作ともに器物の検討がな

されて，より詳細な分布論へと発践していくものと思われるがこの点については別報にt{)lずる。
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Resume 

The pl'CSent pape1' is the l'esults of 3 yea1's (1977-1979) 1'ecol'ding in the stag'es of devel-

opment of fleshy fungi fl'om JUl1e to Oetobe1' il1 Ashu Univel'sity FOl屯stat Kyoto P1'ef‘・

The Ag・ar匂alesclassified il1to sapl'obie and myeol'rhiza1 group， ine1uding' absolute and faeu1-

tative myeorrhizal species. The type of stages l1amed l'ainy season， autumn season， and 
contil1uation type， respectively. 
1) Saprobie group 

'fhe numbel' of speeies was hig'h in June， clwincl1ecl in July， the poorest with a few日xeep耐

tiol1S in A ugust， c1imax in Septell1ber， ancl in Oetober clecreased at the upp邑rand the 

midd1e of slope， aut ehangecl by the stands乱tthe 10we1' of slope. Rainy season and autUll1n 

season type were alll10st thむ smn巴numberof species， but eontinuation type was th1'ee till1es 

as many as thell1. 

2) Myeor1'hiza1 group 

'fhe n umbel' of speeies was the poorest in J un日， incr・easeclin July， but declined with a 

few exceptions in Aug'ust， ll1aximum in Septembe1' and in Oetober kept following Septell1be1' 

01' dec1'eased. 

'l'h邑stagesof development of this g'l'OUp were gencl'ally of shorter duration than sapl'obic. 

The nUll1ber of species of 1'ail1y season typ色 wasvery few， al1d contil1uatiol1 and autumn 

season type wel'e the sall1芭 tendencyas C01'l'・espoclingtype of sapl'obic. 

Coefficiel1t between the aspect of species oClcul'l'ed on eaeh month was the highest betwecn 

Septemb♀1・乱l1clOctober， ancl was comparatively high between July and Septell1ber， 




